
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志村小と志村四中との小中一貫型の

学校設置に向けた円滑な準備を計画的

に行うため、検討会を設置し、子どもた

ちの教育環境を充実させていくための

検討を行っています。 

※第５回検討会では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、マスクの着用や手指の消毒などを実施しました。 

志村小・志村四中 
小中一貫型学校設置 
検討会ニュース 第５号 

発行日：令和4年 1月 11日 

発 行 ：板橋区教育委員会事務局 

【第５回検討会】 

開催日時：令和３年 12月 13日（月） 

18：15～19：30 

開催場所：グリーンカレッジホール 

３階 教室１ 

これまでの協議経過をホームページに掲載しています！ 

「魅力ある学校づくり協議会（志村小・志村四中）」と「志村小・志村四中 小中一貫型学校設置検討会」
のこれまでの協議経過を知りたい方は、ホームページ等に協議会と検討会の資料、議事録（要旨）とニュー
スを掲載していますので、ご覧ください。 

➡ホームページ等の詳しい案内は４ページに掲載 

 

学校の伝統・歴史の保存について検討しました 

志村小と志村四中の学校の歴史の保存について検討し、様々な意見が出ました。 

※委員から出た意見の詳しい内容については、ホームページの議事録（要旨）をご確認ください。 

➡概要は４ページに掲載 

志村小と志村四中の各学校の学校名・校歌・校章は継続して使用する方向へ！ 

学校名・校歌・校章について集中的かつ円滑に検討するため、検討会で
審議するための案を作成する下部組織「学校名・校歌・校章作業部会（以
下、学校名作業部会）」を開催し、検討を行いました。 

第５回検討会では、学校名作業部会の検討事項について報告し、意見交
換を行い、検討会としての方向性がまとまりました。 

➡くわしくは、２・3ページに掲載 

学校名・校歌・
校章の方向性
がまとまりま
した！ 

第４回通学区域・通学路作業部会の検討内容を報告しました 

第４回通学区域・通学路作業部会（以下、通学区域作業部会）では、中学校の通学区域について検討を行

いました。検討の結果、次回の通学区域作業部会から同じ学びのエリアである緑小関係者に検討会委員と

して出席を依頼することで決定しました。 

➡３ページに掲載 

第５回検討会を開催しましたので、検討会の概要についてお知らせします。 
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第１回学校名・校歌・校章作業部会の報告について 

学校名・校歌・校章について、検討会での審議を円滑に進めるため、下部組織「学校名・校歌・校章作業
部会（以下、学校名作業部会）」を開催し、検討を行いました。第５回検討会では、学校名作業部会の検討
内容を報告し、意見交換を行いました。 

 ①第１回学校名作業部会開催時点での方向性の確認 

第１回学校名作業部会開催時点での既存の学校名・校歌・校章の方向性について確認
しました。 

▪学校名→志村小・志村四中の各学校の学校名は残す。（第３回検討会にて確認） 

▪校歌・校章→検討会や作業部会で検討していく。 

 
②既存の校歌・校章や小中一貫型の学校の名称・愛唱歌・マーク（※１）

の方向性について意見交換 

 ③検討会としての方向性がまとまる 

学校名作業部会の検討内容を検討会に報告し、検討会としての方向性
がまとまりました。（３ページ） 

 

志村小・志村四中の各学校の学校名は残る
ため、各学校の校歌・校章についても残し
た方が良いと思います。 

 

志村四中には、志村小以外の小学校から入
学する生徒もいることや、小学生から中学
生になったという節目を感じられるように
するためにも、各学校の校歌・校章は継続し
た方が良いと思います。 

 

小中一貫型の学校が開校し、子どもたちや
先生の発信で、新しい小中一貫型の学校の
愛唱歌やマークを作成することになり、子
どもたちや先生も愛唱歌やマークの作成
に関われるのが理想だと思います。 

 

 

小中一貫型の学校になり、小学校と中学校
の結びつきや合同行事を行う機会が多い
のであれば、統一した愛唱歌やマークは必
要になってくると思います。 

例えば、開校前の作成は行わずに、児童・
生徒の交流が進み、周年行事の際等、その
時に在籍している子どもたちや先生が愛
唱歌やマークを作成できるようにしてお
くという考え方もあると思います。 

（※１）学校名・校歌・校章と区別し、議論しやすくするために、便宜上設定した用語。 

 

子どもたちに与える効果や教育活動での活用、また各学校の歴史を踏まえ、作業部会と
しての方向性がまとまりました。 

 

９年間を通した１つの学校ということを
象徴するため、開校前に小中一貫型の学校
の名称は付けた方がいいと思います。 

 

○既存の学校名・校歌・校章 

 既存の学校名・校歌・校章 

 学校名 校歌・校章 

方向性 
志村小・志村四中の各学校の学校名

は残す。 

各学校の校歌・校章は継続して使用

する。 

 

 

○小中一貫型の学校の名称・愛唱歌・マーク 

 小中一貫型の学校の名称・愛唱歌・マーク（※１） 

 名称 愛唱歌・マーク 

方向性 

開校前に制定する。 

○○（学園）（※２） 

志村小学校 

志村第四中学校 

 

開校後に学校運営の中で必要

に応じて検討していく。 

備 考 

開校前に制定することが決定したため、

今後、名称案の作成の進め方について検

討していく。 

 

 

小中一貫型の学校の名称 

学校名 

第４回通学区域・通学路作業部会の報告について 

（※１）学校名・校歌・校章と区別し、議論しやすくするために、便宜上設定した用語。 

（※２）他自治体の例では、小中一貫型の学校の名称に「学園」を多く使っている傾向にありますが、「学園」

で決定ではなく、その部分も含めて検討していきます。 

▪第４回通学区域・通学路作業部会（以下、通学区域作業部会）では、中学校の通学区域について検討を行い
ました。 

▪「通学区域を検討する際の留意事項」や第４回検討会での検討により新たに加わった「視点（通学区域と学
びのエリアとの整合に配慮すること）」を基に、意見交換を行いました。 

▪その結果、同じ学びのエリアである緑小関係者も交えて、意見交換を行う必要があることで一致しました。 

 

○通学区域作業部会の報告を受け、第５回検討会では、次回の通学区域作業部会から、緑小関係者に検討会委
員として出席を依頼することで決定しました。 

○次回通学区域作業部会からは、緑小の校長と PTA 代表者も交え、中学校の通学区域について検討していき
ます。 

検討会としての方向性 
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検討会ニュースの公開開始など地域の学校に関する情報を発信しま
す。ぜひ、ご登録をお願いします！ 

○アカウント 
 Ita_newschool 

 

 
※検討会は原則傍聴できます。会場にて受付の手続きをしていただきますので、時間に余裕をもってお越しください。 

次回検討会予定 

開催日時：令和４年２月21日（月）18時 15分～  

場  所：グリーンカレッジホール ３階 教室１ 

内  容：▪学校名・校歌・校章作業部会の報告について 
（予定） 

 

 

 

発行元 板橋区教育委員会事務局  

新しい学校づくり課学校配置調整第一係 

TEL  3579-2624 FAX  3579-4214 

※「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブ

の登録商標です。 
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学校の伝統・歴史の保存について 

ホームページのご案内 

「魅力ある学校づくり協議会（志村小・志村四
中）」と「志村小・志村四中 小中一貫型学校設置
検討会」で使用した資料や議事録（要旨）、ニュー
スはホームページから見ることができます。 

また、新しい学校づくり課と各地域センター（志
村坂上・前野・中台・蓮根）の窓口で閲覧するこ
ともできます。 

ツイッターのご案内 
板橋区魅力ある学校づくり 
（東京都板橋区教育委員会 
事務局）公式ツイッター 

○アクセス方法 
QR コードを読み込むか、ツイッター検索に
アカウントを入力し、検索してください。 

 

日時等は変更になる場合があ
りますので、ホームページや
ツイッターでご確認ください 

第５回検討会では、他校の記念室や記念コーナーの写真を提示しながら、意見交換を行いました。 

 
 

今回の検討会では、記念樹関係や保存方法（デジタル化）等、幅広い意見をいただきました。 
今回頂いた意見については、基本構想・基本計画にも生かしながら、まとめていきます。 

 
志村小の歴史が分かる物を全て残す
ことは難しいと思うので、デジタル
化して残してはどうでしょうか。 

 

記念樹等は、その当時植えた場所にあ
るからこそ、卒業生や関係者は懐かし
いと感じると思います。 

記念樹等は移設するのではなく、新校
舎には、新しい歴史がここから始まる
ことを記念した記念樹を植えた方が
いいと思います。 

 

志村小の保存品は大事な物だとは
思います。しかし、新しい小中一貫
型の学校が開校すれば、そこからま
た新しい歴史が始まるため、昔の物
をあえて多く残す必要はないと思
います。 

※詳しくは、ホームページの資料や議事録（要旨）をご確認ください。 

協議会 検討会 

 

もし、志村小の歴史が分かるものを
残すとしたら、移転先の新しい志村
小ではなく、現在の志村小の土地に、
志村小の歴史が伝わるようにしてほ
しいと思います。 


